
様式１

令和元年度（２０１９年度）採択プログラム　中間評価調書（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

岐阜大学（自然科学技術研究科・連合農学研究科）、生理学研究所、国立長寿医療研究センター、愛知県がん
センター、愛知県医療療育総合センター発達障害研究所、統計数理研究所、アデレード大学、ルンド大学、フ
ライブルク大学、ミュンヘン大学、ノッティガム大学、モナッシュ大学、ボローニャ大学、香港中文大学、高
麗大学校、ラクオリア創薬（株）、ノバルティスファーマ（株）、田辺三菱製薬（株）、（株）島津製作所、
オリンパス（株）、エーザイ（株）、住友ファーマ（株）、武田薬品工業（株）、NVIDIA（エヌビディア合同
会社）、CBmed、（株）日立製作所、アステラス製薬（株）

（【1909】機関名：名古屋大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院）

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８．
学生の所属する
専攻等名

名古屋大学医学系研究科(医科学専攻、総合医学専攻、アデレード大学国際連携総合医学専
攻、ルンド大学国際連携総合医学専攻、フライブルク大学国際連携総合医学専攻、総合保健
学専攻）、名古屋大学生命農学研究科（応用生命科学専攻）、名古屋大学情報学研究科（情
報システム学専攻、知能システム学専攻）、名古屋大学創薬科学研究科（基盤創薬学専
攻）、岐阜大学連合農学研究科（生物資源科学専攻）、岐阜大学自然科学技術研究科（生命
科学・化学専攻）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

48040 医化学関連

７．
授与する博士学
位分野・名称

博士 (医学)、博士 (看護学)、博士 (情報学)、博士 (創薬科学)、博士 (農学)、博士
(医療技術学)、博士 (学術)、博士 (リハビリテーション療法学)
追記　情報・生命医科学卓越大学院

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

48 生体の構造と機能およびその関連分野

６． 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

I

最も関連の深い区分
（中区分）

51 ブレインサイエンスおよびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

51030

連合大学院
共同教育課

程
15

なし

４．
プログラム

コーディネーター

　　ふりがな かつの　まさひさ

氏名（職名） 勝野 雅央（名古屋大学医学系研究科副研究科長・教授）

３． プログラム責任者

      ふりがな かどまつ　けんじ

氏名（職名） 門松 健治（名古屋大学統括副総長）

病態神経科学関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

H

ホームペー
ジ（URL）

https://cibog.med.nagoya-u.ac.jp/

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院
によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 ふりがな まつお　せいいち

氏名（職名） 松尾　清一（国立大学法人東海国立大学機構長）

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 名古屋大学 整理番号 1909

１．

プログラム名称 情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院

英語名称 Convolution of Informatics and Biomedical Sciences on Glocal Alliances

５． 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（１）
【任意】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（２）
【任意】

なし

関連する領域（３）
【任意】
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様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

0.525 松井　佑介 ﾏﾂｲ ﾕｳｽｹ

12
川嶋 　啓揮
(R5.4.1追加)

ｶﾜｼﾏ ﾋﾛｷ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

消化器内科
学

教育担当 0.5

免疫学、腫
瘍学

カリキュラム委員　教育担当 0.511 西川　博嘉 ﾆｼｶﾜ ﾋﾛﾖｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

0.5

10 高橋　義行 ﾀｶﾊｼ ﾖｼﾕｷ

名古屋大学医学系研究科・准教授
博士(情報科
学)

統計・情報
科学

教育担当

（【1909】機関名：名古屋大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院）

運営委員会委員　カリキュ
ラム委員 0.5

24 中杤　昌弘 ﾅｶﾄﾁ ﾏｻﾋﾛ 名古屋大学医学系研究科・准教授
博士（工
学）

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨ
ｸｽ・生物統
計

教育担当

内分泌・代
謝学

教育担当 1

23 寳珠山　稔 ﾎｳｼﾔﾏ ﾐﾉﾙ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

臨床神経生
理学、脳科
学

22 菅波　孝祥 ｽｶﾞﾅﾐ ﾀｶﾖｼ 名古屋大学環境医学研究所・教授
博士（医
学）

0.5

0.5

21 荻　朋男 ｵｷﾞ ﾄﾓｵ 名古屋大学環境医学研究所・教授
博士（理
学）

人類遺伝
分子生物学

カリキュラム委員 教育担当 0.5

運営委員会委員 QE審査委
員会 0.5

20 竹本　さやか ﾀｹﾓﾄ ｻﾔｶ 名古屋大学環境医学研究所・教授
博士（医
学）

分子神経科
学

カリキュラム委員 教育担当

がん免疫学 国際連携担当 0.5

19 山中　宏二 ﾔﾏﾅｶ ｺｳｼﾞ 名古屋大学環境医学研究所・教授
博士（医
学）

病態神経科
学

18 Itzel  BUSTOS ｲｯﾂｪﾙ ﾌﾞｽﾄｽ 名古屋大学医学系研究科・講師
博士（医
学）

0.5

教育担当 0.5

17 桐生　寿美子 ｷﾘｭｳ ｽﾐｺ 名古屋大学医学系研究科・准教授
博士（医
学）

神経科学 教育担当

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨ
ｸｽ・ﾃﾞｰﾀｻｲｴ
ﾝｽ

カリキュラム委員　教育担当 0.5

16 大河原　美静 ｵｵｶﾜﾗ ﾋﾞｾｲ 名古屋大学医学系研究科・准教授
博士（理
学）

神経科学、
分子生物学

15 島村　徹平 ｼﾏﾑﾗ ﾃｯﾍﾟｲ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（情報
科学）

0.5

14 榎本　篤 ｴﾉﾓﾄ ｱﾂｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

実験病理学 カリキュラム委員　教育担当 1

13 松井　茂之 ﾏﾂｲ ｼｹﾞﾕｷ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（工
学）

生物統計学 カリキュラム委員　教育担当

名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

小児科学 カリキュラム委員　教育担当 0.5

カリキュラム委員　教育担当 0.5

9 中村　和弘 ﾅｶﾑﾗ ｶｽﾞﾋﾛ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

生理学 カリキュラム委員　教育担当

ウイルス学 運営委員会委員 0.5

8 尾崎　紀夫 ｵｻﾞｷ ﾉﾘｵ 名古屋大学医学系研究科・特任教授
博士（医
学）

精神医学、
ゲノム医学

7 木村　 宏 ｷﾑﾗ ﾋﾛｼ 名古屋大学医学系研究科・研究科長・教授
博士（医
学）

0.5

6 久場　博司 ｸﾊﾞ ﾋﾛｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

細胞生理学
運営委員会委員・カリキュ
ラム委員 0.5

運営委員会副委員長・QE審
査委員　カリキュラム委員 0.1

5 粕谷　英樹 ｶｽﾔ ﾋﾃﾞｷ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

国際医学教
育学

運営委員会委員・国際連携
室　カリキュラム委員

神経解剖学
運営委員会副委員長・QE審
査委員　カリキュラム委員 1

4 大野　欽司 ｵｵﾉ ｷﾝｼﾞ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

神経遺伝情
報学

3 木山　博資 ｷﾔﾏ ﾋﾛｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

2 勝野　雅央 ｶﾂﾉ ﾏｻﾋｻ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

（プログラムコーディネーター）

神経内科学
運営委員会委員長・QE審査
委員長 1

1 門松　健治 ｶﾄﾞﾏﾂ ｹﾝｼﾞ 名古屋大学統括副総長
博士（医
学）

医化学 プログラム責任者・運営委員 0.5

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１4．

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

2



様式１

[公表]

分子細胞学 プログラム運営担当 1

5

45 祖父江　顕 ｿﾌﾞｴ ｱｷﾗ 名古屋大学環境医学研究所・特任助教
博士（医
学）

病態神経科
学

プログラム運営担当 2

プログラム運営担当 9.7

44 宇野　光平

39
清井　仁
(R5.4.1追加)

ｷﾖｲ ﾋﾄｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

血液・腫瘍
内科学

教育担当 0.5

40
豊國　伸哉
(R5.4.1追加)

ﾄﾖｸﾆ ｼﾝﾔ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

生体反応病
理学

教育担当 0.5

ｳﾉｺ ｳﾍｲ 名古屋大学医学系研究科・助教
博士（人間
科学）

統計学 プログラム運営担当

ゲノム生物
学

プログラム運営担当 9.8

43

教育担当 0.5

37
加藤　昌志
(R5.4.1追加)

ｶﾄｳ ﾏｻｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

環境労働衛
生学

教育担当 0.5

38
宮田　卓樹
(R5.4.1追加)

ﾐﾔﾀ ﾀｶｷ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

細胞生物学 教育担当 0.5

29
佐藤　光夫
(R5.4.1追加)

ｻﾄｳ ﾐﾂｵ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

呼吸器内科
学・腫瘍生
物学

教育担当 0.5

26 亀高　諭 ｶﾒﾀｶ ｻﾄｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（学
術）

細胞生物学 教育担当 0.5

（【1909】機関名：名古屋大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院）

1

54 阿部　一啓 ｱﾍﾞ ｶｽﾞﾋﾛ
名古屋大学細胞生理学研究センター・准教
授

博士（理
学）

生化学、構
造生物学

教育担当 0.5

プログラム運営担当 4

53 大嶋　篤典 ｵｵｼﾏ ｱﾂﾉﾘ 名古屋大学細胞生理学研究センター・教授
博士（理
学）

構造生物学 教育担当

医用工学、
画像解析、
データサイ
エンス

教育担当 0.5

52 日比野　絵美 ﾋﾋﾞﾉ ｴﾐ 名古屋大学創薬科学研究科・助教
博士（薬科
学）

生物物理学

51 加藤　竜司 ｶﾄｳ ﾘｭｳｼﾞ 名古屋大学創薬科学研究科・准教授
博士（工
学）

1

50 人見　清隆 ﾋﾄﾐ ｷﾖﾀｶ 名古屋大学創薬科学研究科・教授
博士（農
学）

応用生物化
学

教育担当 2

運営委員会委員　カリキュ
ラム委員 0.5

49 饗場　浩文 ｱｲﾊﾞ ﾋﾛﾌﾐ 名古屋大学創薬科学研究科・教授
博士（農
学）

分子生物学 教育担当

機能組織学 プログラム運営担当 3

48 廣明　秀一 ﾋﾛｱｷ ﾋﾃﾞｶｽﾞ 名古屋大学創薬科学研究科・教授
博士（薬
学）

物理系薬学

46 永田　健一 ﾅｶﾞﾀ ｹﾝｲﾁ 名古屋大学医学系研究科・特任助教
博士（医
学）

47 竹田　育子 ﾀｹﾀﾞ ｲｸｺ 名古屋大学医学系研究科・助教
博士（医
学）

横井　　聡 ﾖｺｲ ｻﾄｼ 名古屋大学医学系研究科・特任助教
博士（医
学）

神経内科学

42 濵口　知成 ﾊﾏｸﾞﾁ ﾄﾓﾅﾘ 名古屋大学医学系研究科・特任助教
博士（医
学）

0.5

41 黒田　啓介 ｸﾛﾀﾞｹｲｽｹ 名古屋大学医学系研究科・特任准教授
博士（医
学）

神経薬理学 プログラム運営担当 9.7

35
池田　匡志
(R5.4.1追加)

ｲｹﾀﾞ ﾏｻｼ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

分子腫瘍学

医療情報科学担当 0.5

34 藤原　道隆 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾐﾁﾀｶ
名古屋大学医学部附属病院・病院教授（医
療機器総合管理部）

博士（医
学）

消化器外科
学

教育担当

精神医学 教育担当 0.5

36
鈴木　洋
(R5.4.1追加)

ｽｽﾞｷ ﾋﾛｼ

分子細胞学 教育担当 0.5

33 白鳥　義宗 ｼﾗﾄﾘ ﾖｼﾑﾈ 名古屋大学医学部附属病院・病院教授
博士（医
学）

病院・医療
管理学

32 和氣　弘明 ﾜｹ ﾋﾛｱｷ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

0.5

31 内田　広夫 ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｵ 名古屋大学医学系研究科・教授
博士（医
学）

小児外科学 教育担当 0.5

30 井口　洋平 ｲｸﾞﾁ ﾖｳﾍｲ 名古屋大学医学系研究科・助教
博士（医
学）

神経内科学
運営委員会　カリキュラム
委員　教育担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

１４．プログラム担当者一覧（続き）

衛生学 教育担当 0.5

28 高橋　由紀 ﾀｶﾊｼ ﾕｷ 名古屋大学医学系研究科・准教授
博士（看護
学）

助産学・母
性看護学

27 上山　純 ｳｴﾔﾏ ｼﾞｭﾝ

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

名古屋大学医学系研究科・准教授
博士（医
学）

教育担当 0.5

3
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糖鎖代謝生
物学

教育担当 0.5

（【1909】機関名：名古屋大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院）

85 定藤　規弘 ｻﾀﾞﾄｳ ﾉﾘﾋﾛ
生理学研究所・生命科学研究科・生理科学
専攻・教授

博士（医
学）

システム脳
科学

教育担当 0.5

運営委員会委員　カリキュ
ラム委員 0.5

84 吉村　由美子 ﾖｼﾑﾗ ﾕﾐｺ
生理学研究所・生命科学研究科・生理科学
専攻・教授

博士（医
学）

神経生理学 教育担当

がん分子病
態診断学

教育担当 1

83 鍋倉　淳一 ﾅﾍﾞｸﾗ ｼﾞｭﾝｲﾁ 生理学研究所・所長
博士（医
学）

神経生理学

82 田口　歩 ﾀｸﾞﾁ ｱﾕﾑ
愛知県がんセンター・研究所・分子診断ト
ランスレーショナルリサーチ分野・分野長

博士（医
学）

0.5

0.5

81 衣斐　寛倫 ｴﾋﾞ ﾋﾛﾐﾁ
愛知県がんセンター・研究所・がん標的治
療トランスレーショナルリサーチ分野・分
野長

博士（医
学）

腫瘍内科学 教育担当 0.5

教育担当 0.5

80 松尾　恵太郎 ﾏﾂｵ ｹｲﾀﾛｳ
愛知県がんセンター・研究所・がん予防研
究分野・分野長

博士（医
学）

がん疫学・
分子疫学

教育担当

分子遺伝
学、ゲノム
医科学

教育担当 0.5

79 山口　類 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾙｲ
愛知県がんセンター・研究所・システム解
析学分野・分野長

博士（理
学）

メディカル
バイオイン
フォマティ

78 井本　逸勢 ｲﾓﾄ ｲｯｾｲ 愛知県がんセンター・研究所長
博士（医
学）

1

77 浅井　真人 ｱｻｲ ﾏｻﾄ
愛知県医療療育総合センター発達障害研究
所・障害モデル研究部長

博士（医
学）

てんかん、
実験病理
学、神経内

教育担当 1

カリキュラム委員 教育担当 1

76 永田　浩一 ﾅｶﾞﾀ ｺｳｲﾁ
愛知県医療療育総合センター発達障害研究
所・副所長

博士（医
学）

発達障害の
分子病態解
析

教育担当

統計科学 教育担当 0.5

75 中山　敦雄 ﾅｶﾔﾏ ｱﾂｵ
愛知県医療療育総合センター発達障害研究
所・所長

博士（医
学）

発達障害の
細胞病理

74 藤澤　洋徳 ﾌｼﾞｻﾜ ﾋﾛﾉﾘ
統計数理研究所・複合科学研究科・統計科
学専攻・教授

博士（理
学）

0.5

73 吉田　亮 ﾖｼﾀﾞ ﾘｮｳ
統計数理研究所・複合科学研究科・統計科
学専攻・教授

博士（学
術）

統計科学 カリキュラム委員 教育担当 0.5

教育担当 0.5

72 重水　大智 ｼｹﾞﾐｽﾞ ﾀﾞｲﾁ
国立長寿医療研究センター研究所、メディ
カルゲノムセンター、バイオインフォマ
ティックス研究部・部長

博士（理
学）

ゲノム医
学、遺伝統
計学、人工

教育担当

分子免疫老
化学、基礎
老化学

カリキュラム委員 教育担当 0.5

71 木村　泰之 ｷﾑﾗ ﾔｽﾕｷ
国立長寿医療研究センター・認知症先進医
療開発センター 脳機能画像診断開発部・
副部長

博士（医
学）

脳神経核医
学

70 丸山　光生 ﾏﾙﾔﾏ ﾐﾂｵ
国立長寿医療研究センター 研究所・副所
長

博士（医
学）

5

69 吉田　安子 ﾖｼﾀﾞ ﾔｽｺ
名古屋大学未来社会創造機構、予防早期医
療創成センター・特任教授

博士（工
学）

PHR基づく予
防早期医療
社会システ

カリキュラム委員 教育担当 0.5

67 Maturana　Andres ﾏﾂﾗﾅ ｱﾝﾄﾞﾚｽ 名古屋大学生命農学研究科・准教授
博士（理
学）

電気生理
学、細胞生
物学

65 中野　秀雄 ﾅｶﾉ ﾋﾃﾞｵ 名古屋大学生命農学研究科・教授
博士（工
学）

66
北島　健
(R5.4.1追加)

ｷﾀｼﾞﾏ ｹﾝ 名古屋大学生命農学研究科・教授
博士（理
学）

１４．プログラム担当者一覧（続き）

0.5

64 佐藤　ちひろ ｻﾄｳ ﾁﾋﾛ
名古屋大学糖鎖生命コア研究所（統合生命
医科学糖鎖研究センター）、生命農学研究
科・教授

博士（理
学）

糖鎖生命
学、糖鎖生
物学、生物

教育担当 1.5

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

63 松原　茂樹 ﾏﾂﾊﾞﾗ ｼｹﾞｷ 名古屋大学情報連携推進本部・教授
博士（工
学）

自然言語処
理

教育担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

核酸化学、
医薬化学

教育担当 0.5

56 武田　浩一 ﾀｹﾀﾞ ｺｳｲﾁ
名古屋大学情報学研究科・価値創造研究セ
ンター・センター長

博士(情報
学)

自然言語処
理

カリキュラム委員　教育担当 1

57 村瀬　勉 ﾑﾗｾ ﾂﾄﾑ 名古屋大学情報基盤センター・教授
博士(情報科
学)

情報システ
ム学

教育担当 0.5

55 兒玉　哲也 ｺﾀﾞﾏ ﾃﾂﾔ 名古屋大学創薬科学研究科・准教授
博士（薬
学）

58 戸田　智基 ﾄﾀﾞ ﾄﾓｷ 名古屋大学情報基盤センター・教授 博士(工学)
知能システ
ム学

カリキュラム委員 教育担当 0.5

59 片桐　孝洋 ｶﾀｷﾞﾘ ﾀｶﾋﾛ 名古屋大学情報基盤センター・教授
博士（理
学）

高性能計算 教育担当 0.3

60 森　健策 ﾓﾘ ｹﾝｻｸ 名古屋大学情報学研究科・教授 博士(工学) 情報科学
運営委員会委員・QE審査委
員会　カリキュラム委員 0.5

61 石川　佳治 ｲｼｶﾜ ﾖｼﾊﾙ 名古屋大学情報学研究科・教授
博士（工
学）

データベー
ス・データ
工学

教育担当 0.5

教育担当 1

68 羽根　正弥 ﾊﾈ ﾏｻﾔ
名古屋大学糖鎖生命コア研究所（統合生命
医科学糖鎖研究センター）、生命農学研究
科・助教

博士（農
学）

機能生物化
学

教育担当

抗体工学、
タンパク質
工学、バイ

教育担当 0.5

62 工藤　博章 ｸﾄﾞｳ ﾋﾛｱｷ 名古屋大学情報学研究科・准教授
博士（工
学）

知覚情報処
理

教育担当 0.5
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109
Nigel Mongan
(R5.4.1追加)

ﾅｲｼﾞｪﾙ ﾓﾝｶﾞﾝ
Professor, Faculty of Medicine and
Health Sciences,University of
Nottingham

MD, PhD Oncology 国際連携担当(GAME) 0.5

0.5

108 Christoph Peters ｸﾘｽﾄﾌ ﾋﾟｰﾀｰｽﾞ
Professor, Institute of Molecular
Medicine and Cell Research, University
of Freiburg

MD
Molecular
Medicine

国際連携担当(JDP)

生物有機化
学

教育担当 0.2

104 熊野　峻 ｸﾏﾉ ｼｭﾝ
株式会社日立製作所・研究開発グループ・
ヘルスケアイノベーションセンタ主任研究
員

博士(工学)
希少性・難
治性がん解
析

企業連携担当 0.5

国際連携担当(JDP)

Nutrition,
Diabetes &
Gut Health

国際連携担当(JDP) 0.5

107 Kristina Åkesson ｸﾘｽﾃｨｰﾅ ｵｰｹｿﾝ
Professor, Dean, Faculty of Medicine,
Lund University PhD

Nutrition,
Diabetes &
Gut Health

0.5

創薬研究 企業連携担当 教育担当 0.5

精神薬理
学・精神医
学

101 石山　健夫 ｲｼﾔﾏ ﾀﾃｵ

92
上野　義仁
(R5.4.1追加)

ｳｴﾉ ﾖｼﾋﾄ 岐阜大学応用生物科学部・教授
博士（理
学）

住友ファーマ株式会社・リサーチディレク
ター

（【1909】機関名：名古屋大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院）

Gut
Microbiota
Research

国際連携担当(GAME) 0.5110 Francis Chan ﾌﾗﾝｼｽ ﾁｬﾝ
Professor, Dean, Faculty of Medicine,
Chinese University of Hong Kong DSc

111
Fabrizio De Ponti
(R5.4.1追加)

ﾌｧﾌﾞﾘｯｵ ﾃﾞｨ
ﾎﾟﾝﾃｨ

Professor, School of Medicine,
University of Bologna MD,PhD

Medical and
Surgical
Sciences

国際連携担当(GAME) 0.5

106 Amanda Page ｱﾏﾝﾀﾞ ﾍﾟｲｼﾞ
Professor, Director of Research
Education, The University of Adelaide PhD

0.5

105 飯塚　博美 ｲｲﾂﾞｶ ﾋﾛﾐ
アステラス製薬株式会社
開発本部・グループリーダー

博士（生物
科学）

臨床開発 企業連携担当 1

企業連携担当 0.5

103 上口　英則 ｶﾐｸﾞﾁ ﾋﾃﾞﾉﾘ
武田薬品工業株式会社・創薬ユニット、
ニューロサイエンストランスレーショナル
メディシン・リサーチマネジャ

博士(生物科
学)

創薬研究 企業連携担当

102 増井　秀昭 ﾏｽｲ ﾋﾃﾞｱｷ 田辺三菱製薬株式会社・育薬本部・主幹
修士（医科
学）

並列計算、
数値流体力
学

企業連携担当、教育担当 0.1

95 原   健記 ﾊﾗ ﾀｹｷ
ノバルティス ファーマ株式会社　エクス
ターナル イノベーション推進室・室長

博士（薬
学）、MBA

博士（理
学）

0.5

100 須軽　英仁 ｽｶﾞﾙ ｴｲｼﾞ
名古屋大学・環境医学研究所
ラクオリア創薬産学協同研究センター
薬効解析部門・特任准教授

博士（農
学）

創薬研究 企業連携担当 0.5

企業連携担当 0.5

99 増田　芳子 ﾏｽﾀﾞ ﾖｼｺ
オリンパス株式会社・HRビジネスパート
ナー

博士（農
学）

タレントマ
ネジメント

企業連携担当

岐阜大学糖鎖生命コア研究所・助教
博士（農
学）

糖鎖合成化
学

プログラム運営担当

生物有機化
学

教育担当 0.5

91

GPUによる機
械学習の実
行支援・修

企業連携担当 0.1

98 吉村　祐太 ﾖｼﾑﾗ ﾕｳﾀ
エーザイ株式会社・メディカル本部執行役
員・本部長

博士（医
学）

医薬品を用
いた臨床お
よび基礎研

97 山崎　和博 ﾔﾏｻﾞｷ ｶｽﾞﾋﾛ
エヌビディア合同会社
ディープラーニングソリューションアーキ
テクト

修士

1

96 丹　愛彦 ﾀﾝ ﾅﾙﾋｺ
NVIDIA (エヌビディア) 合同会社
ディープラーニングソリューションアーキ
テクト

博士(工学)

生理学研究所・生命科学研究科・生理科学
専攻・教授

博士（教育
学）

計算論的神
経科学

教育担当 1

88 石田　秀治 ｲｼﾀﾞ ﾋﾃﾞﾊﾙ

新薬シーズ
探索

企業連携担当

１４．プログラム担当者一覧（続き）

3

94 岩本　慎一 ｲﾜﾓﾄ ｼﾝｲﾁ
株式会社島津製作所　田中耕一記念質量分
析研究所・副所長

博士（学
術）

質量分析学 企業連携担当 0.5

教育担当 0.2

93 河村　奈緒子 ｺｳﾑﾗ ﾅｵｺ

木塚　康彦 ｷﾂﾞｶ ﾔｽﾋｺ 岐阜大学糖鎖生命コア研究所・教授
博士（薬
学）

糖鎖生物
学、生化学

90 安藤 弘宗 ｱﾝﾄﾞｳ ﾋﾛﾑﾈ 岐阜大学糖鎖生命コア研究所・教授
博士（農
学）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

87 北城　圭一 ｷﾀｼﾞｮｳ ｹｲｲﾁ

0.5

岐阜大学応用生物科学部・教授
博士（理
学）

生理活性物
質学

運営委員会委員　カリキュ
ラム委員 0.2

89 鈴木　健一 ｽｽﾞｷ ｹﾝｲﾁ 岐阜大学糖鎖生命コア研究所・教授
博士（工
学）

細胞生物物
理学

カリキュラム委員　教育担当 0.8

86 磯田　昌岐 ｲｿﾀﾞ ﾏｻｷ
生理学研究所・生命科学研究科・生理科学
専攻・教授

博士（医
学）

システム神
経生理学

教育担当

5
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139

138

137

136

135

134

133

132

131

130

129

128

127

126

125

124

123

122

121

120

119

118

117

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

116

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

Professor, Academic Vice-President and
Dean, Faculty of Medicine, Nursing and
Health Sciences, Monash University

FRACP,
FRCPA, PhD

Biochemistr
y and
molecular
biology

１４．プログラム担当者一覧（続き）

0.1

国際連携担当(GAME) 0.5

115 Robert Lobning ﾛﾊﾞｰﾄ ﾛﾌﾞﾆﾝｸﾞ
CEO, Center for Biomarker Research in
Medicine, Cbmed PhD

Telecommuni
cation and
Electronics

国際連携担当(Cbmed)

114 Christina Mitchell ｸﾘｽﾃｨｰﾅ ﾐｯﾁｪﾙ

0.5

113 Young-Wook Yoon ﾖﾝ ｳｸ ﾕﾝ
Professor, Dean, College of Medicine,
Korea University PhD Physiology 国際連携担当(GAME) 0.5

112 Thomas Gudermann ﾄｰﾏｽ ｸﾞﾀﾞｰﾏﾝ
Professor, Dean, Faculty of Medicine,
LMU  München MD

Pharmacolog
y and
Toxicology

国際連携担当(GAME)

6
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   （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 

平成３１年度（２０１９年度） 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※中間評価結果（案）

を踏まえた修正  [採択時公表] 

（１）プログラムの全体像【１ページ以内】 
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。その際、平成３１年度「卓越大学院プログラム」
審査要項にある評価項目の「卓越性」、「構想の実現可能性」、「継続性及び発展性」、「実効性」が明確になるように記入
してください。） 

※ポンチ絵は不要です。

【背景・課題】高齢化に伴うがんや認知症などの疾患の増加は途上国を含めた全世界的な社会問題であ
るが、超高齢化と少子化が顕著な我が国では特に深刻であり、医療・介護費の膨張と労働人口の減少が
危機的状況を迎えている。これらの課題を解決するための鍵は個別化医療から個別化予防への転換であ
り、それを実現するためには分子から人間社会に至る多階層における生命科学ビッグデータを解析し未
病の病態理解と予防法開発を進めることが必要である。そのためには情報学と生命医科学が一体となっ
た研究を進めなければならない。このような研究とその成果の社会実装を進めることができる人材は圧
倒的に不足しており、人材育成の教育プログラムと研究環境整備が喫緊の課題である。 
【養成する人材像】情報学と生命医学を修養し、ビッグデータ解析のための共同研究体制を構築して個
別化予防を創造し社会実装する研究者・行政官・アントレプレナーを育成する。そのために、保健学科
の改組と東海国立大学機構を基盤とし、本学が独自に構築したグローバルおよびローカルアライアンス
と企業アライアンスによる名古屋大学でしか形成できない研究プラットホームを最大限活用して、情報
科学と生命医科学のコンボリューション（畳み込み）教育の卓越拠点を創成する。 
【卓越性】 ①大学改革を伴う情報・生命医科学拠点形成：未診断疾患イニシアチブ（IRUD）ゲノム
解析拠点をはじめとする生命科学研究基盤に加え、保健学科の改組によるデジタルメディシン教育研究
の強化、統計数理研究所や本学の情報学研究科の参画により生命科学系と情報系の研究者が連携するこ
とで、AI 内視鏡や難病治療薬の薬事承認やデータサイエンスによる新規標的分子同定など、すでに卓
越したシナジー効果が生まれており、それを教育の基軸とし、デュアルメンターやミックスラボを導入
した革新的教育体制を確立する。②独自に構築したグローバルアライアンス：日本初のジョイント・デ
ィグリープログラム（JDP）, 国際教育研究アライアンス（GAME), 国際産官学コンソーシアム
（CBmed）などのグローバルアライアンスにより、海外の大学院生や研究者との協働を通じて国際共
同研究力・発信力やリーダーシップ・アントレプレナーシップを涵養する。同時に先進国共通の目標で
ある「個別化予防」を実現する。③東海地域の特性を生かしたローカルアライアンス：日本初の東海国
立大学機構、生理研、長寿研、70 を超える連携病院などの間で東海研究拠点ネットワークが形成され、
研究・教育資源の相互利用やビッグデータの集積、橋渡し研究の推進が可能となり、個別化予防に向け
た研究の推進力となる。 
【構想の実現可能性】先行する名古屋大学大学院改革プログラムの成果を受け、「博士課程教育推進機
構」や「数理・データ科学教育センター」を新たに設置し、大学院教育体制を強化している。本プログ
ラムは指定国立大学法人名古屋大学の世界拠点形成目標の一つ（「超高齢社会を支える医学・生命科学
研究」拠点の確立）に位置付けられるとともに、日本初の東海国立大学機構の目標達成の一翼を担って
おり、全学体制の中での位置付けが明確である。さらに既存のローカルおよびグローバルアライアンス
によって国際的に活躍できる大学院教育が展開できる。また、教育指針のもと厳格な３段階の QEによ
り学生の高い質を確保すると同時に、RA や教育支援経費により学生支援を充実させる。グローバルア
ライアンスを利用し、優秀な海外の学生を集め、世界レベルの卓越博士を育成する。
【継続性及び発展性】 名古屋大学が推進したリーディングや卓越プログラムの成果を継承した全学体
制による新たな大学院教育プログラム運営と継続性が担保されている。医学系研究科は
COE-21COE-GCOE と継続して大型研究資金を獲得してきており、企業との協同研究講座や寄附講
座・受託研究からの資金の獲得実績も高く、これらを運営資金に組み入れる。競争的資金の確保と寄付
金等の獲得に努めて継続性を担保する。成果を利用したベンチャー企業による運用益も組み込む。
【実効性】基礎生命科学・臨床医学・情報科学の融合研究により世界をリードする独創的な研究の発信
や、ベンチャー企業の設立などイノベーションが期待される。スマートホスピタルの実現により革新的
な AI 診断支援技術や疾病メカニズムに基づく検査・診断・治療法が開発される。それらを基盤として
医療・行政・産業の各分野においてデジタルメディシンにより未病に先制介入して個別化予防を実現し、
医療費軽減、社会参加寿命の延伸へとつなげる。また、先行する大学院教育プログラムとともに全学の
大学院改革を牽引し、我が国の大学院教育を刷新するものとなる。アカデミア・企業・公的機関のそれ
ぞれのセクターを牽引し活躍する人材を本卓越拠点で育成することにより、生命科学研究の成果を真に
社会実装し、グローバルスケールで未来の変革を加速させる。
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（２）プログラムの内容【４ページ以内】 
（国内外の優秀な学生を、高度な「知のプロフェッショナル」、すなわち、俯瞰力及び独創力並びに高度な専門性を備
え、大学や研究機関、民間企業、公的機関等のそれぞれのセクターを牽引する卓越した博士人材へと育成するため、国
際的に通用する博士課程前期・後期一貫した質の保証された学位プログラムを構築・展開するカリキュラム及び修了要
件等の取組内容を記入してください。また、人材育成上の課題を明確にした上で、その課題解決に向け検証可能かつ明
確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し記入してください。） 
 
※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を  
考慮する必要はありません。） 

【今どのような人材育成が求められているか：人材育成上の課題と処方箋】 
個別化医療から個別化予防への転換は超高齢化にともなう医学・社会的課題に対する最も強力な処方箋
であり、それを実現するには分子から人間社会に至る多階層における生命科学ビッグデータを解析し未
病の病態理解と予防法開発を進めることが必要である。そのためには情報学と生命医科学が一体となっ
て研究を進めることが必須であるが、その成功の鍵はデータと解析方法の多様性であり、研究分野や国
を超えた共同研究体制が極めて重要である。今社会から求められているのは、情報学と生命医科学とを
駆使して共同研究体制のリーダーとなって個別化予防の開発と社会実装を実現する人材であるが、その
数は圧倒的に不足しており、人材を育成するための教育プログラムと研究環境整備も進んでいない。国
連の持続可能な開発目標（SDGs）や国家目標「国際社会の先駆けとなる健康長寿社会の実現」を達成
するには、この領域をリードする卓越人材の育成が必須である。これには、情報学と生命医学双方の素
養の上に新たな医学・生命・健康科学に関する学問体系を構築し、予測不能な社会的課題に果敢に立ち
向かえるイノベーティブな人材を養成する必要がある。一方、ノーベル賞に繋がった論文の発表時の研
究者年齢は圧倒的に 30 代が多い。このことは、大学院卒業後の 10 年間を如何に有効に使い研究を加
速するかが鍵であることを示唆する。どうしたら大学院卒業直後に独創的研究を加速できるのであろう
か。それは、従来なかった戦略的に綿密に計画された大学院教育プログラムを提供できるかにかかって
いる。30 代で世界に伍する卓越リーダーを育てるには、大学院在学中から海外での研究経験や海外の
研究者・大学院生との積極的な交流を積み上げ、国際性を戦略的に磨く必要がある。このような背景の
もと、本卓越プログラムでは、「情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓
越大学院」拠点を創成し、大学院修了後の若い時期から世界のリーダーとして活躍できる研究者・行政
官・アントレプレナーを育成する。 
【目標人材を育成するための名古屋大学の強み：卓越性】 
デジタル技術をはじめとする情報学は、生命医科学や医療においても革新的な変化をもたらしつつあ
る。名古屋大学では、医療や生命科学から生まれるビッグデータを用いた AI 画像診断支援システムの
開発(担当者：森)やシステム生物学手法による新規標的分子同定(担当者：島村)など、情報科学と医学
が出会い突出したシナジーが次々と生まれており（資料 1〜3)、戦略的な大学改革が進行中である。 
■データ集積・解析卓越拠点形成と実績：名古屋大学医学部附属病院とその関連 71 病院は他に類を見
ない巨大な医療ネットワークを構築しており、近隣の国立長寿医療研究センター、愛知がんセンターな
どの研究機関との連携は医療ビッグデータの蓄積と解析を可能にする（資料 4）。名古屋大学先端医療
研究支援センターにはバイオバンクが整備されており、臨床情報と紐づいた体液・組織サンプルが登録
されている。加えて、名古屋大学予防早期医療創成センターとトヨタ自動車の健康保険組合との協働コ
ホート研究や、豊田市や高山市におけるコホート研究など、マルチレイヤーの健康医療情報の集積と解
析システムが構築されている。また、平成 30 年度には AMED未診断疾患イニシアチブ（IRUD）解析
拠点（代表：荻）およびがんゲノム医療中核拠点病院に採用され、中部東海地区ゲノム解析拠点となっ
ている。さらに、保健学科を改組し情報医科学研究者を集積し、医学系研究科と協働した「先端情報医
療学」拠点を形成しつつある（資料 5）。東海国立大学機構として、名古屋大学と岐阜大学の附属病院
間のカルテ統合を端緒に地域医療情報の統合を進めており、さらに糖鎖研究拠点を形成し、糖鎖ビッグ
データの取得と解析拠点形成を目指している。 
■生命医科学卓越研究拠点の形成と実績:名古屋大学医学系研究科では COE-21COE-GCOE と継続し
て生命科学の研究拠点に指定され、「神経疾患腫瘍分子医学研究センター」（資料 6）や「脳とこころの
センター」（資料 7）の構築に繋がっている。これにより若い優秀な研究者が実績を上げている（担当
者：榎本、勝野ら）。化学に立脚した分子創出力・先端的構造生物学・多分野融合研究力を特色とする
創薬科学研究科や、遺伝子から個体レベルを網羅したトランスオミックス技術を駆使した病態基礎研究
や創薬シーズの開拓に強みを持つ環境医学研究所（資料 8）が、医学系研究科に加わり、強力な生命医
科学研究拠点を学内に形成している。さらに、生理学研究所をはじめとした地域の国際的に突出した研
究機関と協定を結び卓越した生命科学研究を進めている。 
以上の２つの拠点形成と実績の卓越性から、提案する卓越人材育成を十分行うことができる。 
【名古屋大学の中での本プログラムの位置付け：全学的人材育成・拠点形成体制】 
指定国立大学として本学が掲げる世界的研究拠点の 1つに「健康長寿社会実現を先導する医学･生命 
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科学分野」を据えており、本プログラムはこの拠点の中核となる。また、岐阜大学との東海国立大学
機構が掲げる重点推進目標のうち、カルテ統合と糖鎖研究拠点形成の目標はこのプログラムと強くリ
ンクしている。また本プログラムにおける博士人材育成は、博士課程教育リーディングプログラムの
経験と成果を生かし、全学レベルで設置された「博士課程教育推進機構」が掲げるダイナミックな学
際教育や国際研究ネットワーク、産学共創教育の推進を目指すものとなっている。さらに、名古屋大
学では、学部教育と大学院教育を改変し、データ科学を学部から大学院までシームレスに重点的に教
育する体制「数理・データ科学教育センター」を構築している。これら大学全体の方針や体制のもと、
全学一丸となって本プログラムの「グローバルアライアンスとローカルアライアンスを基盤にした情
報科学と生命医科学のコンボリューション教育体制」を構築する。 
【連携機関との人材育成体制】  
本プログラムでは、企業人の視点や異分野を理解しうる広い視野を持った人材を育成するために、卓
越大学院生を本学のみで育成するのではなく、本学が独自に構築してきたグローバルアライアンス、
ローカルアライアンス、企業連合が三位一体となり情報学・生命医科学のコンボリューション教育体
制を構築する。 
■グローバルアライアンス：医学系研究科が構築した 3 大学（アデレード(THE135 位)、ルンド(98
位)、フライブルク(76位)）とのジョイント・ディグリープログラム（JDP）（資料 9）、ミュンヘン大
学など（32-198 位）世界 9 大学で形成する Global Alliance of Medical Excellence(GAME：国際教育
研究アライアンス）（資料 10）、オーストリア産官学コンソーシアム（CBmed）（資料 11）を活用し、
大学院の間に海外の大学で半年から 1年以上にわたる研究や、海外での研究発表の機会を経験させ、
国際的に活躍できる素養を修得させる（資料 12,13）。このような既設のグローバルアライアンスを本
プログラムに組み込めることが大きな強みである。 
■ローカルアライアンス：東海国立大学機構に基づく生命科学研究連携と電子カルテ情報統合を基盤
とし、連携・協定機関である長寿医療研究センターや愛知県がんセンター、生理学研究所、愛知県医
療療育総合センター、加えて名古屋大学附属病院の 71 関連病院など東海地域でしか形成できない研
究・医療ネットワークを最大限に活用する（資料 4）。また、豊田市や高山市などの自治体もコホート
研究などで協力体制にある。これにより、マルチレイヤー生命医科学の教育体制を充実させるととも
に、名古屋大学だけではできない研究や教育を補完し、幅広い研究体制や大量かつ多様なデータ集積
が可能になる。加えて、本学保健学科改組による先端情報医療学（資料 5）や情報学研究科をコアと
して、統計数理研究所が参画しデータサイエンス教育の体制を充実させる。 
■企業アライアンス：創薬関連・医療機器・デジタル機器関連企業は、本プログラムで育成される人
材を渇望しており、賛同した企業連合が大学院教育の一翼を担うと同時に共同研究体制を整える（資
料 4）。すでに一部企業が協同研究講座、寄附講座の設置をしており、学内での産学アライアンスが形
成されている。さらに海外企業も参画する。(参加予定企業：ラクオリア、ノバルティス、田辺三菱、
島津、オリンパス、エーザイ、大日本住友、武田薬品、大塚製薬、NVIDIA ほか)。 
以上 3 つのアライアンスを取りまとめ調整する体制として、卓越推進室（教員 2名を配置予定）を

設置し、既存の国際連携室（教員 4名を配置）と一体となってサポートする（資料 14）。 
【実装すべき３つの教育】  
情報学と生命医科学の両者に精通しグローバル
に活躍できる卓越リーダーを養成するため、「デ
ジタル生命医科学」、「マルチレイヤー生命医科
学」、「国際性・多様性」の 3つの力を実装し、社
会還元できる人材を育成する。 
■デジタル生命科学：心電図、脳波、血液、臨床
画像、カルテ情報などのビッグテータから意味の
ある情報を取り出し予測する技術には、ディープ
ラーニング・AI が必須で、そのアルゴリズムの
開発により個別化予防やスマートホスピタルな
ど多くの成果を社会に還元できる。同様に、生命
科学領域では遺伝子等のオミックスデータから
細胞、個人、集団にいたる多様な階層で AI を活用して、ビッグデータ処理と統合を行うことで、ウ
エットな研究だけでは得られなかった分子間の相互作用やシグナルが解明され、個別化予防に向けた
新たな生命医科学が創出される。生命医科学系と情報学系の学生に、座学とミックスラボなどを用い
た実習を通して多様なデータの取得と一次解析、確率統計学、数理モデリング、機械学習、画像処理、
生命医科学、臨床医科学などを教育する。 
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■マルチレイヤー生命医科学: 生命医科学の領域は分子、細胞、組織、個体、集団というマルチレイ
ヤーから構築される。このマルチレイヤーを俯瞰し、個々の研究に還元する能力の実装が卓越人材に
求められる。加えて、神経や腫瘍など一見別の次元の研究分野を理解しそれぞれの分野が有するマル
チレイヤーを統合する能力を涵養する。このために、学内外の神経科学、腫瘍学、構造生物学、遺伝
学、化学、情報学など多様な分野について、研究機関を超えた教育プログラムを構築する。これによ
り、各領域レイヤーに眠っているデータを掘り起こし、分野のレイヤー間での相関など、データサイ
エンスの視点からマルチレイヤーで構成される生命医科学、システムバイオロジー領域を切り開く人
材が養成できる。 
■国際性・多様性: ウェット・ドライともに、イノベーションには共同研究によるビッグデータの革
新的解析が必要である。国際性を実践するためのグローバルミキシングに参加し、大学院の早い時期
から国際性に触れる。また、大学院在学中から JDP による海外研究室での研究や共同学位の取得を
目指す。GAME 参加大学での共同研究や研修を通じて、海外の研究者と討論できる国際性を身につけ
る。国際的なトランスレーショナルリサーチ研修プログラムとして高く評価されている Mansfield型
研修を Mansfield 財団の支援を受けて名古屋大学が主導して行う（資料 12）。JDP や GAME 参画大
学の学生の発表会(FLAN meeting など)は定期的に開催する（資料 13）。また、異分野を理解し広い
視野を持った多様な人材を養成するために、ミックスラボ制度を活用する。 
【受け入れる大学院生の確保と質の保証】 
本大学院プログラムは、4年制の医学系研究科博
士課程と、前期・後期（5年一貫）の創薬科学系、
生命農学系および情報学系の博士課程大学院生
を受け入れることから、プレ卓越（博士課程前
期・医学修士 M1〜M2、医学博士 D1）、卓越本
体（博士課程後期、医学博士 D2〜D4）、ポスト
卓越（修了後）の 3 つの時期に分け、ポスト卓
越に向け多彩なプログラムを提供することによ
り「30 代で各領域を牽引できる卓越研究者・ア
ントレプレナー」の育成をめざす。大学院の入
学定員はプレ卓越 20 名程度、卓越本体 15 名程
度を予定している。また、企業や自治体からの
リカレント教育のための人材も社会人大学院制
度や博士研究員制度を利用し積極的に受け入れ
る。 
修士課程や博士前期課程の学生については、通
常の選考により各専攻に入学した学生の中から
入学後すぐに、資格審査委員会が行う Initial QE
により15名程度を選抜し本プログラムに入講さ
せる。前期課程からこのプログラムに入った学
生のうち、指定科目のポイント取得状況や実績
に応じて約 10 名程度を Selection QE により卓
越本体である後期課程に選抜進学させる。医学
系研究科博士課程（4 年制）の学生については、
同様に入学時に Initial QE を行い 5 名程度を入
講させる。D1 終了時に Selection QE を行い、卓越本体に選抜進学させる。最終的には、Final QE
において本課程の修了要件（ポイント取得等）を満たした上で外部連携機関のプログラム担当者、と
くに企業担当者を加えた評価委員の評価（最終試験）を受け卓越学位授与を決定する。大学院生の経
済的支援としては、授業料免除と前期課程や修士の間は TA や RA の制度を活用する他、卓越本体の
大学院生には、選抜により教育研究支援経費を支給する。また、企業からの派遣人材や、連携機関と
の研究教育体制の構築のため特別研究員や博士研究員制度により流動的な研究・教育実践人材を確保
する。 
【カリキュラムと評価】 
それぞれの研究科の専攻が学位取得に必要な単位の一部は、本卓越プログラムの独自の科目で認定で
きるようにする。 
■基礎科目（プレ卓越修了要件 16ポイント） 
博士課程教育推進機構が提供するプロフェッショナル・リテラシー、生命研究倫理、申請書の書き方 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

■デジタル生命医科学基盤教育（プレ卓越修了要件 48ポイント） 
デジタル生命医科学 1：情報学と生命医科学の共通プラットホーム形成（多様なデータの取得と一次
解析、確率統計学、数理モデリング、機械学習、画像処理、生命医科学、臨床医科学など） 
デジタル生命医科学 2: 研究分野に応じた実習形式、ミックスラボ 
(評価項目）情報系の学生は生命医科学や医療の概要を理解しているか。生命医科学系の学生は情報学
や統計学の概要を理解しているか。特徴あるプログラムの受講やベーシックトレーニングコースの実
習。ミックスラボでの実習経験。評価により修了要件を満たす場合にはポイントを付与。 
■マルチレイヤーを俯瞰し生命医科学の新領域を切り拓く教育（プレ卓越修了要件 16 ポイント） 
マルチレイヤー生命医科学：生命医科学の対象とするのは、分子から細胞、組織、個体、集団という
マルチなプラットホームごとに展開されている。個々の領域を持ちながらマルチレイヤーの縦軸を理
解でき、創薬などの実用が展開できる科学者が求められる。また、文理融合的な視点を持った人材を
育成するために、新たに開発された技術を社会で実用化するうえで生じる倫理的・法的・社会的課題
（ELSI: Ethical, Legal and Social Issues）など、人文・社会科学分野を学ぶ機会を提供する。 
(評価項目) 国内で開催されるローカルミキシング（生理研シンポジウム、CIBoG リトリート）での
参加・発表。プレミアムレクチャー参加（資料 16）。ミクロ研究からコホートなど集団研究の階層性
を理解できる。産官学連携、企業のしくみ、公的機関の意思決定や保険制度のしくみを理解できる。
評価により、修了要件のポイントを付与する。 
■国際性・多様性を実装する教育（プレ卓越修了要件 22 ポイント） 
国際展開ファーム：国際性・多様性を身につける基礎能力を育成するため、ファーム教育として、博
士課程教育推進機構が提供するプロフェッショナル・リテラシーに含まれる、科学英語教育、プレゼ
ン、科学論文作成等を利用する。また、本プログラムが独自に提供するグローバルミキシング（GAME
サマーキャンプ（資料 10）や FLAN ミーティング（資料 13）による海外大学院生や研究者とのプラ
ットホームへの参加）等の参加を必須とする。 
国際展開ハンズオン：実践的な海外研究教育（GAME、JDP、CBmed）、創薬を目指す Mansfield型
海外研修（ここでは FLAN 参加大学からの学生も集め大学院生のミキシングも図る）（資料 9-12）。 
国際展開イールド：実践の成果を形にする。国際学会発表、国際ミニシンポの企画など。また、海外
での共同学位審査、デュアルメンターなどによる評価を行う。 
(評価項目)国際的な研究者グループに入り込める国際性と研究力を評価する。グローバルミキシング
への参加、ジョイント・ディグリーの取得、海外との共同研究、海外での研修、国際学会での発表、
一流国際雑誌での論文発表、国際ミニシンポジウム等の企画等により修了ポイントを付与する。 
既存のコースの活用による学位取得要件の確保：名古屋大学医学系研究科では、医学特論(200コマ)、
特徴あるプログラム(100 コマ)（資料 17）、ベーシックトレーニングコース(70 コマ)（資料 18）を現
在開講している。これらの中には分子医学から統計・情報処理などの内容も幅広く含まれている。こ
れらから必要な項目を選択し受講できるようにして、本プログラムのポイント付与と同時に各専攻科
における学位申請要件の一部とする（資料 15）。また、他の研究科の専攻においてもそれぞれの学位
取得要件として認定できるようにする。これにより、本プログラムの目標が達成できなかった学生（ポ
イント不足等による）も、各部局の通常の学位取得ができるよう配慮する。 
【修了要件】 
博士（医学、看護学、情報学、創薬科学、農学）等の取得には、それぞれの研究科の専攻が指定する
修了要件の単位等を必要とするが、それらの一部は本プログラムが独自に展開する科目（ポイント）
として認定できるようにする。ただし、本プログラムの大学院生は、本プログラムが提供する独自の
科目（ポイント）を必修（一部選択）とし、「デジタル生命科学」、「マルチレイヤー生命医科学」、「国
際性・多様性」の 3つの領域の科目を履修しそれぞれの評価によるポイントが一定の基準を満たし、
かつ最終試験に合格した場合に博士の称号に「情報・生命医科学卓越大学院」の付記称号を与え、一
般専攻の学位と区別する。 
【実効性】 
本プログラムにより、アカデミア・企業・公的機関のそれぞれのセクターを牽引するグローバルに活
躍する人材が生まれることが期待される。これらの人材により、革新的な自動診断技術や疾病メカニ
ズムに基づく新たな診断・治療法の開発が期待され、スマートホスピタルや IoT 技術を用いた予防医
療の実現とそれを活用した画期的医療の創生が可能になる。また、従来の個別化医療からゲノム・環
境など多因子を踏まえた個別化予防へのシフトが加速する。さらに、高齢者の社会参加が促進し社会
参加寿命の延伸につながる。これにより、国連の持続可能な開発目標（SDGs）や国家目標「国際社
会の先駆けとなる健康長寿社会の実現」に向け未来の変革が促進される。また、マルチオミックスや
AIの導入により、生命科学・情報科学の領域における独創的な研究の実績が生まれ、ベンチャー企業
の設立などイノベーションが期待される。これらの実効性を増すための、拠点の卓越性（情報・生命
医科学拠点、ローカルアライアンス、グローバルアライアンス）は国際的に優位である。さらに、先
行する大学院教育プログラムとともに全学の大学院改革を牽引する教育体制が敷かれている。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】 
項 目 内 容 実績 備 考 

生命医科学情

報学関連の国

際学会におけ

る発表者数 

令和 2 年度〜令和 4 年度 

 5 名／年 

令和 5 年度〜令和 7 年度 

 10 名／年 

令和元年度 3 件 

令和 2 年度 5 件 

令和 3 年度 7 件 

令和 4 年度 26 件 

 

GAME サマーキ

ャンプ等への

参加発表者数 

令和元年度〜令和 7 年度 

 5 名／年 

令和元年度 0 名 

令和 2 年度 0 名 

令和 3 年度 6 名 

令和 4 年度 5 名 

同年代の大学院生が 9 大学から集まる会

のため、国際展開ファームのミキシング

の一環として M1〜D2などの大学院生が参

加することを想定。 

FLAN ミーティ

ングへの参加

発表者数 

令和 2 年度〜令和 3 年度 

 5 名／年 

令和 4 年度〜令和 7 年度 

 10 名／年 

令和元年度 0 名 

令和 2 年度 0 名 

令和 3 年度 0 名 

令和 4 年度 0 名 

フライブルグ、ルンド、アデレード、名

古屋の 4 大学持ち回りの大学院生発表会

に参加し発表することを想定。特に D2〜

D4 の学生の研究成果発表の場としても想

定 

海外での研究

者数 

令和 2 年度〜令和 3 年度 

 5 名／年 

令和 4 年度〜令和 7 年度 

 10 名／年 

令和元年度 0 名 

令和 2 年度 0 名 

令和 3 年度 0 名 

令和 4 年度 2 名 

JDP や GAME その他の海外の大学での 3 ヶ

月から 1 年間の研究を想定 

CIBoG リトリー

ト,シンポジウ

ムの参加／発

表 

令和元年度〜令和 3 年度 

 参加 15 名／年 

 発表 4 名／年 

令和 4 年度〜令和 7 年度 

 参加 25 名／年 

 発表 10 名／年 

参加／発表 

令和元年度 10 名／2 名 

令和 2年度 29名／16名 

令和 3年度 46名／25名 

令和 4年度 55名／30名 

 

発表論文数 令和 2 年度〜令和 4 年度 

 2 件／年 

令和 5 年度〜令和 7 年度 

 10 件／年 

令和元年度 1 件 

令和 2 年度 11 件 

令和 3 年度 24 件 

令和 4 年度 47 件 

査読のある国際学術誌に投稿し受理され

ることを想定 

国内学会での

発表 

令和 2 年度〜令和 4 年度 

 10 件／年 

令和 5 年度〜令和 7 年度 

 15 件／年 

令和元年度 6 件 

令和 2 年度 17 件 

令和 3 年度 57 件 

令和 4 年度 96 件 

 

学会でのシン

ポジウム等の

企画 

令和 5 年度〜令和 7 年度 

 3 件／年 

令和 5 年度に開始 国内あるいは国際学会でシンポジウムや

ミニシンポジウムを企画することを想定 

海外での研修 令和 2 年度〜令和 4 年度 

 3 件／年 

令和 5 年度〜令和 7 年度 

 5 件／年 

令和元年度 0 名 

令和 2 年度 0 名 

令和 3 年度 0 名 

令和 4 年度 11 名 

マンスフィールド型研修や海外の研究施

設での数週間程度の研修を想定 

 
※適宜行を追加・削除してください。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

◎本プログラムの学生受入に関する事項【１ページ以内】 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

（３）大学院全体のシステム改革【２ページ以内】 
（申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのかについて、本事業による取組はどのような位置
づけで、どのような役割を果たすのか、取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのかという観点から、具体的に
記入してください。 
本事業において既に採択されたプログラムがある場合は、既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の
取組状況を記入するとともに、大学院システム改革と本事業による取組の関係を明確にしてください。） 
 
※ポンチ絵は不要です。 

名古屋大学は、施策指針としての NU MIRAI 2020 (Nagoya University Matsuo Initiatives for 
Reform, Autonomy and Innovation 2020)、そして指定国立大学構想（2018年 3月指定）においても、
我が国の基幹大学として、優れた博士人材の育成を最重要施策と位置付けている。以下、先端研究とそ
れを通した博士課程教育に関する本学の施策と取組を説明する。 
 NU MIRAI 2020（2015 年度策定）では、松尾総長を中心とした目標「ワールドクラスの教育研究活
動、アジア展開と多様性、連携によるイノベーション創出、自律的なマネジメント改革により、名古屋
大学を世界屈指の研究大学に成長させる」を設定した。教育に関しては、「国際標準の教育の推進によ
り、様々な場面でリーダーシップを発揮し人類の幸福に貢献する『勇気ある知識人』の育成」、研究に
関して「ノーベル賞受賞者輩出など世界屈指の研究大学として人類の知を持続的に創出」の行動目標を
定めている。 

【博士課程教育の重点的位置付け】 NU MIRAI 2020をさらに発展させて、指定国立大学構想をまと
めた。その中で、「知識社会をリードする卓越した博士人材の育成」を教育の中心施策としている。こ
れと合わせて、研究面では「世界屈指の研究成果を生み出す研究大学へ」、国際化においては「世界か
ら人が集まる国際的なキャンパスと海外展開」、社会イノベーションに関して「社会と共に躍進する名
古屋大学」、「経営資源の財務基盤の強化」、「新たなマルチ・キャンパスシステムの樹立による持続的発
展」の柱も立て、具体的な計画を推進している。国際性、社会・産業界との連携、財務基盤の強化も含
めて、新たな博士人材像に向けた育成、すなわち知識社会をリードする卓越した博士人材「知のプロフ
ェッショナル」の育成につなげることを目的としている。産業界も含めた社会全体のイノベーション、
そして研究力の強化と学術の発展を支える次世代博士人材を、大学院教育制度の改革も含めて推進する
ことを目標としている。 

【博士課程教育プログラムの成果】 これまでの大学院教育プログラムとして「21 世紀 COE プログラ
ム」、「グローバル COEプログラム」に取り組み、そして「博士課程教育リーディングプログラム」（6
プログラム）を推進し、「卓越大学院プログラム」（2 プログラム）をスタートさせている。この中で、
研究での優れた成果に対する表彰（育志賞受賞者 14 名等）に加えて、研修先、就職先、研究科教員で
の評価等においても捉えられている。また、プログラムに参加していない学生からも高い評価を得て、
学生のキャリアアップ、スキルアップの模範ともなっている。大きな変化として、これまで大学あるい
は公的研究機関への就職が主であった分野においても、大学以外の企業等への就職が増え、また、国際
機関への就職希望者も増えた。これからの大学院教育においては、「国際発信力」、「社会とつながる力」、
「新たな課題に挑戦する研究力」の３つの力と「リーダーシップマインド」を重視しており成果が上が
っている。たとえば、リーディング大学院履修生からは７名の育志賞受賞者を輩出した。すなわち、「研
究力は個別研究活動に依存する」との考え方から、これらの新たな能力が結果として研究力とその成果
に直結することを明確に示し得た。博士課程教育リーディングプログラム、卓越大学院プログラムも含
めて情報と施策も共有する。これまでに新しい試みを実施し、研究所における先端研究は博士課程大学
院生が学ぶ場としても効果が高いこと、複数研究科にまたがる教育プログラムが新たな博士人材の成長
に極めて効果的であること、事前教育と支援により大学院生が優れたベンチャー企業を起こす力をもっ
ていることが示されている。 

【優れた教育プログラムの拡大（博士課程教育推進機構設置）】 名古屋大学は、上記の成果を在籍者
6,000名以上の博士課程前後期全体に展開するため、新たな教育プログラムの構築を進めている。具体
的には、外国人教員による大学院共通科目「アカデミックライティング、リサーチスキル」として 19
科目（日英併設）、また、体験型講義として「リーダーシップ」、「チーム・ビルディング」等を開講し
た。英語による大学院授業の強化（1,197 科目実施）を推し進めた。プログラムの成果を取り入れた「持
続可能な未来の地域社会のための価値と原則の理解」を開講した。博士課程国際ジョイント・ディグリ
ーディグリープログラム（実施：医学系研究科、理学研究科、生命農学研究科）を通した学位の国際レ
ベルでの質保証の強化、アントレプレナー教育、国際機関を含むキャリアパス支援、そして研究倫理教
育等を進めている。さらに、学部のみでなく大学院における全学的な数理・データ科学教育のプログラ
ムを 2021 年度から実施することとしている（「数理・データ科学教育研究センター」が担当）。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

 そして、上記の大学院共通教育を企画・実施・調整・統括する組織として「博士課程教育推進機構」
を 2017年度に設置し、2018年度から具体的な企画を開始している。この機構は、博士前期・後期課程
を一貫した教育・研究プログラムとして位置付け、他部署とも連携して以下の基盤的施策を担当する。 
（1）多様な研究科での博士課程前期・後期課程教育プログラム、学位審査の情報共有と学位質保証の
向上（ソーシャルレビュー、博士課程国際ジョイント・ディグリープログラム） 
（2）博士課程での大学院共通科目＜プロフェッショナル・リテラシー（大学院生活を描く、論文を構
築する、説明力を磨く、公正研究のススメ、多様性で活力を上げる、心身を整える、キャリアを設計す
る）＞の構築） 
（3）研究科、専門領域を超えた教育カリキュラムの構築（トップリーダー講演会、国際情勢理解、起
業教育、海外グループ研修） 
（4）博士課程大学院生の経済的支援（優秀・意欲的な学生に対する授業料減免） 
（5）博士人材キャリアパス支援（キャリアパス教育、国際機関・企業とのマッチング企画、個別相談） 
（6）課程修了後の進路フォローのためのプラットフォーム 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

（４）プログラムの特色、卓越性【２ページ以内】 
（「最も重視する領域」を中心に、申請するプログラムが国際的な観点から見て有している特色、卓越性に関して記入
してください。） 
 
※ポンチ絵は不要です。 

【特色】 
■最も重視する領域「社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、
学際新領域を作る。」：デジタル破壊という言葉に見られるように、デジタル技術をはじめとする情報科
学は、社会のいたるところで従来の価値やシステムの根本的な改変を強いている。生命医科学や医療に
おいても、AI 創薬、スマート(AI)ホスピタルの実現、個別化医療から個別化予防へのシフト、社会参
加寿命の延伸といった新たな社会の価値・システムを構築しなければならない。本プログラムの特色は、
このパラダイムシフトの波に果敢に挑戦し、世界をリードする人材の育成である。「情報・生命医科学
コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院」というタイトルが示すように、本プログ
ラムの最大の特長は、既に名古屋大学が独自に形成したグローバルとローカルのアライアンスを基盤と
して、企業連合との協働で世界レベルの情報生命医科学卓越人材の育成をめざすことである。さらに、
このアライアンスから得られる均質で大量の生命科学・医療データを、データ処理解析において高い実
績を誇る名古屋大学の医学系研究科、情報学研究科や予防早期医療センター、未診断疾患イニシアチブ
(IRUD)解析拠点、さらに新たに保健学科を改組した先端情報医療学拠点などを集約して、個別化予防
を中心とする新たな領域を切り開く人材を育成する。また、本プログラムにおけるグローバルに活躍で
きる情報生命医科学人材については、多くの製薬・医療機器・IT企業も強い関心を示しており、博士
人材育成の協働を申し出ている。企業コンソーシアムの参画により、本プログラムでは、社会人のリカ
レント教育や企業内研修など、産学の人材交流の場となり、成果の社会還元の促進が期待される。また
我が国初の試みとして、アメリカのMansfield財団がワシントン DC やボストンで提供しているトラン
スレーショナルリサーチ研修（資料 12）の名古屋大学版を本プログラムに導入する。本研修は国際的
に極めて高い評価を得ており、本卓越大学院プログラムに導入することで、大学院生の創薬・機器開発
の最先端への早期暴露と海外学生との共同研修を通じた人的ネットワークの構築が可能となる。 
【卓越性】 
■大学改革を伴う情報科学と生命医科学の畳み込み拠点形成：情報科学と生命医科学の２つの卓越性の
シナジーをコアに、新たな卓越性を有するデジタル生命医科学領域の研究拠点と人材育成拠点を形成す
る。プログラム担当者には、本学の情報学研究科の主要な研究者が多数加わり、各種データベースから
画像・音声 AI 診断に至る技術の開発を行っている。中でもオリンパス等との共同研究による AI 内視
鏡の開発は医療機器承認に至っており、名古屋大学の外科系教室との共同研究により VR手術シミュレ
ートの開発も進んでいる（森）（資料 2）。また、統計数理研究所の参画によるシステムバイオロジー系
の強化も行われる。医学系研究科本体ではデータサイエンスを強化するために、生物統計学講座やシス
テム生物学講座を新たに設置した。システム生物学講座では、島村准教授らのグループが医学部や附属
病院の各グループと共同で、生命医科学のビッグデータを用いてマルチオミックス解析を行い多くの実
績を上げている（島村、Nat Genet 2013a, 2013b, 2015a, 2015b, 2017; PLoS Genet 2016, 2017; Nat 
Commun 2015, 2018; Cell Rep 2017, 2018a, 2018b）（資料 3）。また、医学系研究科ではトランスレー
ショナルリサーチも活発で、神経難病の分子標的治療については医師主導治験により薬事承認まで至っ
ており（勝野、Nat Med 2003, 2004, 2005, 2009, 2012a, 2012b; Lancet Neurol 2010, 2011, 2018; 
Neuron 2002, 2004, 2009）、T細胞の多様性に着目した新規がん免疫療法の開発（西川、Nature 2013; 
Science 2014a, 2014b; Nat Med 2016; Nat Immunol 2017）、次世代シークエンサーを用いた精神疾患
のゲノム解析に基づく治療法開発（尾崎、Science 2013; Nature 2014; Lancet 2016; Nat Neurosci 
2017）などの分野で世界をリードする成果が得られている（資料 1, 6）。創薬科学研究科・細胞生理学
センターでは、創薬ターゲットとして有用な膜タンパク質の構造−機能研究を進め、構造に指南された
創薬研究を推進している（阿部、Nature 2018; Nat Commun 2013; 大嶋、Nat Commun 2016）。環
境医学研究所では、オミックス技術を駆使してゲノム修復不全が関わる希少難病の原因遺伝子の同定
（荻、Nat Genet 2012; Mol Cell 2010; Nat Protoc 2015; Nat Commun 2017）や神経変性疾患のグリ
ア病態の解明（山中、Science 2006; PNAS 2012, 2014; EMBO Mol Med 2016）をはじめとして、分
子・細胞から個体までを網羅するトランスオミックス技術の医学応用に強みを有している。また、医学
系研究科の生物統計学講座やシステム生物学講座の設置に続いて医学部保健学科をデジタルメディシ
ンの拠点として改組し、データサイエンス教員 8 名を新規採用する事業を進めている（資料 5）。従来
の医療技術・リハビリ・看護の３専攻を総合保健学１専攻とし、先端情報医療学領域と包括ケアサイエ
ンス領域の 2つに分ける。このうち、先端情報医療学領域を医療データサイエンスの拠点とする他大学
の保健学科ではみられないユニークな改組を行っている。2020年 4 月に学生を受け入れる。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

また、生命医科学の卓越性として、名古屋大学医学系研究科では、COE, 21COE, GCOE,リーディン
グと続く拠点形成支援により、神経疾患腫瘍分子医学研究センター（資料 6）や、脳とこころの研究セ
ンター（資料 7）の設置などの多くの研究拠点が形成され、本拠点形成に大きな役割を果たしている。
神経疾患腫瘍分子医学研究センターでは独創的な基礎研究とトランスレーショナル研究が育っており
（榎本、Nature Cell Biol, 2008; Neuron 2009; 鈴木、Nat Genet 2015; 岡島、Nat Commun 2011; Nat 
Chem Biol 2017; 近藤、Nat Commun 2016）、脳とこころの研究センターでは機能画像解析による精
神神経疾患の脳神経回路変化の解明が進んでいる（尾崎、Nature 2014; Lancet Psychiatry 2017; Mol 
Psychiatry 2017; Cell Rep 2018）。 
以上のような情報と生命医科学の研究拠点形成に沿って、大学院教育の内容や領域の幅もシステム生
物学から、ゲノム解析、トランスレーショナル創薬、データマイニング、コホート研究と広がりを見せ
「デジタル生物学」や「マルチレイヤー生物学」関連科目が「特徴あるプログラム」、「ベーシックトレ
ーニング実習」「プレミアムレクチャー」などに多くみられるようになった。研究拠点形成が先端的な
教育拠点形成に繋がっている。さらに、リーディング大学院などの成果をもとに全学的な大学院教育改
革も進行しており、2017年より全学レベルで設置された「博士課程教育推進機構」「数理・データ科学
教育センター」も本卓越大学院プログラムの主要な基盤教育プログラムを提供しており、研究拠点と教
育拠点が融合した卓越人材の育成体制を整えている。 
■独自に構築したグローバルアライアンス：海外の JDP の 3 大学, GAMEの 9大学などのグローバル
アライアンスにより海外の大学院生や研究者との協働プラットホームを形成し、国際共同研究力・発信
力とともにリーダーシップとアントレプレナーシップを涵養する。JDP の成果として、第一号の学生
が海外留学中の研究内容を Nature 系総説誌に第一著者として発表している（Kobayashi H, et al. Nat 
Rev Gastroenterol Hepatol 2019）。 名古屋大学医学部の学生は約 20％が海外の大学病院での研修を行
っており、学部から大学院へシームレスな国際化を積極的に進めており、JDP や海外の大学とのジョ
イントスーパービジョンプログラム(JSP)など海外との共同研究に大学院生が参加しやすい環境にあ
る。これらのアライアンスメンバー間では、大学の研究力向上や教育改革についてのシンポジウムやワ
ークショッップを毎年持ち回りで開催しており、同時に大学院生の研究成果発表の機会も持っている
(FLAN meeting, GAME meeting, workshop)。上述のような多様な国際展開には、外国人教員を含む
現在 4 名の教員からなる国際連携室を設置し、幅広いサポート体制を敷いている。 
 これらとは別にデータ集積・解析におけるグローバル展開として、オーストリアに拠点がある public 
private partnershipの国際コンソーシアムである Center for Biomarker Research in Medicine 
(CBmed）（資料 11）と本邦唯一の協定を結び、大量の医療データからのバイオマーカ探索などにおい
ても協働体制の構築を進めている。 
■東海地域の特性を生かしたローカルアライアンス：東海地域は、世界屈指の製造業が密集した世界有
数の経済圏であり、名古屋大学はこの地域内で近接する多くの卓越研究機関と密接な関係を有してい
る。2018 年末に、東海国立大学機構の設置について名古屋大学と岐阜大学の間で基本合意がされ、地
域貢献拠点と世界屈指の研究拠点をとりまとめる動きが加速しており、医療においても電子カルテ情報
の統合に向けた準備が本格化している。大学院教育では、2017 年度から、文部科学省の「基礎研究医
養成活性化プログラム」が採択され、名古屋大学を中心に岐阜大学、名古屋市立大学、愛知医科大学、
三重大学、浜松医科大学の東海６大学が共同して病理・法医・解剖などの研究医育成を行うプログラム
を開始しており、将来の大学を跨ぐ共創大学院教育のプロトタイプとしてのプログラムを進めている
（資料 19)。また、自然科学研究機構生理学研究所、国立長寿医療研究センター、愛知県がんセンター
など地域の主要研究機関とは、毎年 NAGOYA グローバルリトリート（資料 16）を英語による合宿形
式で行っており、機関を跨ぐ大学院教育を行っている。 
加えて、近辺には 70 を超える名大附属病院の連携病院があり、東海地域の研究資源の相互利用やビ

ッグデータの集積、トランスレーショナルリサーチの推進を行っている。2011 年度に本学医学系研究
科に設置された、「脳とこころの研究センター」（資料 7）は、地域連携型研究コンソーシアムによる大
規模な脳とこころの発達・疾患・加齢コホートを確立し、この基盤の下に、名古屋大学医学系研究科を
はじめ多くの地域機関（国立長寿医療センター、愛知県医療療育総合センター中央病院、愛知医科大学、
愛知学院大学、名城大学、中部大学、豊田中央研究所、名古屋市立大学、藤田保健衛生大学、静岡てん
かん・神経医療センター）や企業との連携の下に、ダイナミックな地域連携型研究コンソーシアムを構
築している。これにより、広域コホート等のデータや研究資源を共有し活用することができる。このよ
うなローカルアライアンスは東海地区でしか形成できない質の高い有機的な地域連携であり、大量の医
療・生命科学データや研究資源の蓄積と共有が可能であり、情報科学と生命医科学のシナジーを生み出
す基盤資源となっている。CBmed とも協働することにより、地域から世界へ向けたグローカルなデジ
タルメディシンの推進やスマートホスピタルの構築を加速し、個別化予防を実現する。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

（５）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】 
（学長の考える現状の大学院システムの課題と、学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように取り組むか、ま
た、学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構想の
中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発展性の
見込みについて記入してください。） 
 
※ポンチ絵は不要です。 

【博士課程教育の重点的位置付け】 
 名古屋大学は、我が国の基幹大学として、優れた博士人材の育成を最重要施策と位置付け、指定国立
大学構想（2018年 3 月指定）の一つの大きな柱としている。これまでの大学院システムにおいては、
研究科あるいは専攻単位での研究後継者育成という側面が強かった。しかし、総長を中心とする大学執
行部として、産業界を含む社会にイノベーションを引き起こす能力の高い博士人材、新たな学術領域を
切り拓く力のある博士人材の育成が急務であると判断し、施策を検討した。 
 
【新たな博士人材像】 
 総長を中心として、役員会、教育研究評議会において検討・審議し、大学院システムおよび教育にお
いて次の点の重視が不可欠であると判断し、2017年度に専門研究を超えた次の共通的教育目標を設定
した。すなわち、 
（1）新たな学術・研究領域を切り拓く「新たな課題に挑戦する研究力」 
（2）英語によるコミュニケーション力を含む「高い国際発信力」 
（3）学術研究の意義と価値を理解し産業界含む社会の中で活かす「社会や産業とつながる力」 
（4）人的ネットワークの形成とチーム構築も含む「リーダーシップマインド」 
上記目標は、博士課程教育リーディングプログラム等での成果を振り返り、大学院生への示唆・刺激を
与え、教育プログラムを工夫することで、大学院生自らが修得可能であるとの実績にも基づいている。 
 
【優れた研究力の涵養】 
 名古屋大学には、合成化学、生物学、素粒子・宇宙物理学、物質科学等の世界的先端研究拠点が世界
トップレベルでの研究を推進しており、脳神経科学、人文学系テクスト学、プラズマ・ナノ科学等も研
究拠点化を進めている。博士課程教育は、研究を通して教育を推進する側面が基盤であり、こうした拠
点が代表するように、研究のフロントとその国際的推進者（多数の海外研究者を含む）と研究を通して、
英語を共通語とする交流が実現している。推進中の施策として、新分野創生ユニット及び YLC（Young 
Leaders Cultivation）制度による優れた博士人材を国内外から選抜し、本学教員として採用し、次世
代研究者の育成にも努めている。こうした制度と環境の中で、博士課程大学院生が自らの研究を開拓・
推進している。総長を中心として、博士課程大学院生から、世界的先端研究に至る一貫性のある教育研
究制度を整えている。 
  
【俯瞰力とトランスファーラブルスキルの育成のための博士課程教育推進機構設置】  
 名古屋大学は、これらの成果を在籍者 6,000 名以上の博士課程全体に展開するため、新たな教育プロ
グラムの構築を進めている。具体的には、外国人教員による大学院共通科目「アカデミックライティン
グ、リサーチスキル」として 19 科目（日英併設）、また、体験型講義として「リーダーシップ」、「チー
ム・ビルディング」等を開講した。英語による大学院授業の強化（1,197科目実施）を推し進めた。プ
ログラムの成果を取り入れた「持続可能な未来の地域社会のための価値と原則の理解」を開講した。博
士課程国際ジョイント・ディグリープログラム（実施：医学系研究科、理学研究科、生命農学研究科）
を通した学位の国際レベルでの質保証の強化、アントレプレナー教育、国際機関を含むキャリアパス支
援、そして研究倫理教育等を進めている。大学院生の海外研修、国際会議発表等は、格段の力を修得す
る機会であり、組織的な支援も進めている。さらに、学部のみでなく大学院における全学的な数理・デ
ータ科学教育のプログラムを 2021 年度から実施することとしている。 
 そして、上記の大学院共通教育を企画・実施・調整・統括する組織として「博士課程教育推進機構」
を 2017年度に設置し、2018年度から具体的な企画を開始している。この機構は、博士前期・後期課
程を一貫した教育・研究プログラムとして位置付け、他部署とも連携して以下の基盤的施策を担当する。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

 
【大学院生への支援】 
 博士課程大学院生は授業料を支払いつつも、大学での研究を推進する一翼を担っている。名古屋大
学では、大学院生を「学びつつある研究者・リーダー」として位置付け、経済的な支援の拡充を大き
く進めている。具体的には、名古屋大学の特定基金奨学金、研究科奨学金、民間奨学金、公益財団法
人奨学金（数十件）、学術奨励賞学業奨励金、共同研究員としての雇用、ティーチングアシスタント制
度、教員研究費による RA 雇用、本学独自の授業料減免制度、そして日本学術振興会 DC制度、日本
学生支援機構奨学金返還減免制度も含めて、多様な支援を展開している。授業料減免も含めて、博士
後期課程大学院生の 80％に月 10 万円相当の支援を目安として施策を進めている。 
 近年、アジア地域のみでなく、欧米各国からも本学への留学を希望する学生が増加している。日本
人学生と国際学生が共に修行する場としての博士課程において、英語でのカリキュラム、専門を超え
た研究と人的ネットワーク形成、国籍を問わない大学院生の留学制度、経済的支援、キャリアパスと
生活の支援を通して、名古屋大学は国際通用性のある魅力あるリーダーを育成する。 
 
【大学としてのマネジメント体制】 
 上述のように、「知識社会をリードする卓越した博士人材の育成」を指定国立大学構想の教育施策の
中心に位置付けており、総長リーダーシップのもと「博士課程教育推進機構」を置き、人的・経済的
資源を配分している。本機構は、人生大転換の場として博士課程を位置付け、大学院生の入学から修
了・学位取得、キャリアパス展開までをカバーする。大学院教育プログラムの総責任者として、総長
は各教育プログラムの報告会等にも出席し、大学院生との対話にも配慮している。加えて、教育研究
評議会（議長：総長）の体制を刷新し、評議会の下に教育分科会を置き、全学の学部・大学院一体的
な教育について集中的に審議し、評議会にて議決する。大学院教育を発展させるため、研究科・専攻
毎の人材育成の状況を打破していくことは当然のこととし、大学院生定員管理、学位審査も柔軟な制
度に改革することも検討課題としていく。こうした体制の中で、役員会、評議会においても卓越大学
院プログラムについて審議し、申請の可否、採択後の体制等も含めて、大学全体として情報を共有す
る体制としている。 
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様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

（６）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】 
（学位プログラムの継続、発展のための学内外資源に関し、①確保のための方策、②活用の方策について、様式５－
１、様式５－２との関連及び具体的な算出根拠を示しつつ、記入してください。） 

 
※ポンチは不要です。 

本申請プログラムが掲げる、“新しい医学生命健康科学を創造・牽引
する卓越人材を育成する教育プログラムと研究環境の整備”は、今後
本学の医学教育や研究を発展させるための根幹になるべきものであ
り、本プログラム終了後も持続可能にすべく方策を立てている。 
 
【持続的な教育・研究資源の確保】 
①近年名古屋大学の大学発ベンチャー創出数は急速に増加しており
（図 1）、学内にはベンチャー企業創出の土壌ができつつある。本プロ
グラムにおける研究成果ベンチャーの立ち上げを推進し、その収益の
一部を研究資源として活用し基盤財源の一層の充実を図る。②医学系
研究科は企業との共同研究、受託研究を近年増加させている実績があ
り（図 2）、今後も継続し発展させていく。③医学系研究科は
COE-21COE-GCOEと継続して大型研究資金を獲得してきた実績があり、今後も新規大型グラントを
積極的に獲得し資金に組み入れる。日本学術振興会特別研究員(DC1, DC2)等の採択も目指していく。
④海外機関への研究のための派遣費用としては、日本学術振興会「若手研究者海外挑戦プログラム」
(3 ヶ月から 1 年間)等や文科省の他のプログラム、あるいは民間財団への申請をサポートし、継続性を
維持する。⑤本プログ
ラムで雇用する教員は
生命医科学分野におけ
る社会実装教育のプロ
フェッショナルとして
育成し、補助期間終了
後は常勤教員として承
継ポストに就け、教育
システムに社会実装教
育を内在化して継続す
る。 
 
【グローバル・ローカルアライアンスの維持】 
本申請プログラムを高いレベルで維持、発展させるためには本学の国際競争力の維持・発展が必要不
可欠である。近年研究機関が強いられている激しいグローバル競争を勝ち抜くためには、国内外の研
究機関との連携を密にして迅速かつダイナミックに研究戦略を構築していく必要がある。名古屋大学
と岐阜大学との東海国立大学機構、生理学研究所、国立長寿医療研究センター、愛知県がんセンター、
70 を超える連携病院などの間で東海研究拠点ネットワークを形成し、研究・教育資源の相互利用やビ
ッグデータの集積ならびにトランスレーショナルリサーチを推進していく。さらに、名古屋大学がす
でに構築しているグローバルアライアンス（JDPや GAME）を堅持し、連携をさらに高めていく。 
 
【コホートの維持・発展】 
 名古屋大学予防早期医療創成センターと豊田市におけるパーソナルヘルスレコードコホート、脳と
こころの研究センターによる健常者コホート、神経内科が高山市・掛川市で展開する神経変性疾患ハ
イリスクコホートなどを維持し発展させる。また、国立長寿医療研究センター、愛知がんセンター、
連携病院とのネットワークを最大限利用して横断的大規模コホート研究を新たに構築し、情報・生命
医科学研究の情報資源として活用する。 
 
【研究スペース、備品などのハードウェアの維持】 
本申請プログラムにおいて新たに創出した研究スペース、備品などのハードウェアは可能な限り維持
し活用していく。本申請プログラム実施中にオープンラボスペースを確保し、プログラム終了後も 
大学院生および若手教員の交流と研究活性化のためのプラットホームとして活用する。 

 

21



様式２ 

    （機関名：名古屋大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報・生命医科学コンボリューション on グローカルアライアンス卓越大学院） 
 

（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】 
＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。それ以外の場合は該
当なしと記載。＞ 
（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育リーディングプ
ログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わっている場合（プログラム責任
者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プログラム及び関与しているプログラム担当者の氏
名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明してく
ださい。 
特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合についても、継続されてい
るプログラムとの違いを上記にならい記述してください。） 

 
※ポンチ絵は不要です。 

名古屋大学は平成 23 年度以降 6 つの博士課程教育リーディングプログラムを運営してきており、本
申請の担当教員が所属する研究科は以下の 3 つのプログラムの運営に関わってきた（資料 20）。 
 
博士課程教育リーディングプログラム「PhDプロフェッショナル登龍門」（平成 24 年度～30 年度）
プログラム担当者：本申請との兼務者なし 
「PhDプロフェッショナル登龍門」は、高度な専門知識を持ちながら、名古屋大学全研究科が施行す
る多岐にわたる教育活動を通じて、問題解決能力、自己表現力、マネジメント力、異分野理解力、異
文化理解力を総合的に修得させることを目標としている。本申請は情報学と生命医科学に特化したリ
ーダー育成プログラムであり、「PhDプロフェッショナル登龍門」で育成するリーダーとは人材像が
異なる。 
 
博士課程教育リーディングプログラム「『ウェルビーイング in アジア』実現のための女性リーダー育
成プログラム」（平成 25年度～31 年度）プログラム担当者：門松健治 
「『ウェルビーイング inアジア』実現のための女性リーダープログラム」が目指すところはウェルビ
ーイング（個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあること）の
実現である。このプログラムは、アジアが抱える貧困や多様な健康問題、ジェンダー格差などの課題
に深く関わる「食・健康・環境・社会システムと教育」をキーワードに、確固たる専門性と俯瞰力、
異文化相互理解に立脚した国際性と使命感、ビジョンを兼ね備え、グローバルに活躍できる女性リー
ダーの育成を目指している。名古屋大学の国際開発・教育発達科学・医学系・生命農学の 4研究科の
分野を超えた教育を行うことで、「統合知」を獲得し、「6 つのコア能力（俯瞰力、企画力、現場力、
実践力、ジェンダー理解力、発信力）」の習得を目標としている。本申請が育成する人材像とは異なる
人材育成を目的としている。 
 
博士課程教育リーディングプログラム「実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム」（平成 25
年度～31 年度）プログラム担当者：森健策、大野欽司、尾崎紀夫、榎本篤、島村徹平 
「実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム」は、受け手の望みを実世界の様々な現象の観測
などを通じてデジタルデータとして「取得」し、情報技術を利用してデータの背景やデータの全体像
を「解析」し、解析の結果を新たな製品やサービスとして「実装」するという 3 つの学問領域（取得、
解析、実装）を総合的に修得することを目指すプログラムである。このリーディング大学院プログラ
ムは、情報学研究科・工学研究科・経済学研究科・医学系研究科の 4 研究科が協働してデータ取得・
解析・実装の教育を行うことにより、リアルワールドの問題を高いレベルで解決できる情報学者の育
成を目指している。本申請は医学生物学に特化した人材育成を目指しており、目指す人材像が異なる。
しかし「実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム」で構築した教育プログラムの本申請への
移植を積極的に行う。上記 2つのプログラムを加えて名古屋大学は 6 つのリーディング大学院プログ
ラムを大学独自予算で維持する決定をしており、本申請のプログラムは 3つのリーディング大学院プ
ログラムと有機的な相補関係を構築しながら発展させる。 
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